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研究成果の概要（和文）： 
 天水稲作地域では、雨季に水稲の単作が行われているが、水資源が確保できれば乾季にも作

物をつくることが可能である。乾季の水田での作物生産により、雨季の水稲生産を向上させる

ことができれば、農家経済の安定に大きく寄与する。本研究では、東北タイの農村を事例に、

乾季の農家の活動内容や灌漑用水の有無を確認し、乾季に栽培する作物やその栽培方法の違い

が、雨季の水稲作の収量に影響を与えるかどうかについて検討した。 
 
研究成果の概要（英文）： 
 Rain-fed lowland areas are mostly cultivated by rice mono-cropping and its regards one 
of the disadvantages and weakness of the farm household economy. In this research, we 
found that the farm family labor and ground water capacity and qualities are suitable to 
introduce the new dry season crops at a selected survey site in Northeast Thailand. Then 
agronomical experiments were carried out in the controlled fields in order to understand 
the yield effect of crop rotation between dry season crops and the wet season rice by the 
different cultivation method.  
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１．研究開始当初の背景 
天水農業は雨にのみ依存する農業であり、

タイ東北部、カンボジア、ラオス等のインド

シナ地域の国々ではまだ広く行われている。

こうした地域では、もし乾季にも十分な水資

源が確保されれば、二期作・二毛作が可能で

あるものの、実際には灌漑施設が整備されて

いない農地がまだ多く残されている。自給的
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な１年１作の稲作生産に依存し、他の就業機

会が限られた農村地域において天水農業地

帯の所得は高くない。例えば、経済成長の著

しいタイにあっても、天水農業地帯の東北タ

イの農家の平均所得は、首都バンコクの４分

の１に過ぎず、多くの農民が農家所得の充足

のために、作付けのできない乾季や雨季の農

閑期に、バンコクなどへ出稼ぎを繰り返す生

活を送っている。農業の低生産性から生じる

悪循環を打開し農村生活を改善するために

は、水利用、栽培技術および農業経営などの

総合的な調査にもとづき、集約的な農業生産

を営む必要がある。 

 
２．研究の目的 

東南アジア地域の雨季における水稲の生

産性向上に関しては、多くの研究が行われて

いる。しかし、乾季の水田管理によって雨季

の水稲生産を向上させるアプローチはほと

んど行われていない。雨季の水稲生産を向上

するために、乾季の水田の適切な管理、利用

など、水田の高度利用の方策がもとめられて

いる。本調査研究は、東南アジア地域に広が

る天水田地域において、乾季の水田利用の改

善による雨季の水稲収量増加策を検討する

ことが目的である。 

 
３．研究の方法 
（１）新しい乾季作物を農家に導入する場合

に、どういった農家を対象とすべきかを明ら

かにするために、農村の労働力の賦存状況に

ついて農村調査を実施した。 

（２）乾季作のために重要な資源である地下

水の量・質およびその年間変動について、初

年度に井戸を所有している農家を調査し、新

たに農家圃場に水位測定用の深井戸２本を

掘削した。既存の農家の井戸と新たに掘削し

た井戸 16 本について水位計を設置し、年間

途切れることなく水位を測定した。また併せ

て、水質調査や水利用時の水位変動の測定お

よび水利用に関する農家調査を行った。 

（３）乾季作の栽培作物や栽培方法の違いが

雨季の稲作収量に与える影響をみるための

栽培試験は、現地の研究センターの協力を得

て、研究圃場において 2008 年から 2011 年に

かけて栽培試験を行った。さらに 2012 年に

は２戸の農家から圃場を借り上げ、現地実証

試験を行った。 

（４）乾季作物を栽培した場合の経済性を評

価するために、すでに作物を導入した農家の

聞き取りにより生産費の調査を実施した。ま

た、技術の普及条件を明らかにするために、

特に情報伝達に着目してネットワーク分析

をおこなった。 

（５）農家調査および地下水調査については、

現地の研究者と相談の上、ウボンラチャタニ

県エイ村を調査対象地とした。また、必要に

応じて関係機関や近隣の村からの情報取集

を行った。 
 
４．研究成果 
（１） 農業・農村の社会経済状況 

調査対象村はコメの収量からみると大き

く３つの地域に分けることができる。深井戸

を所有している農家は、この中でも比較的収

量の高い地域に圃場をもっていた。村の７割

でうるち米の KDML105 を作付けているが、

農家は自家飯米用としてもち米の RD6 も同

時に作付しており、特に、複数の圃場を持つ

農家は、土壌条件、距離、家族数などを考慮

しつつ当該水田の土地利用を決定していた。

また、営農リスク対処行動として、農業所得

が半減すると想定した場合に、８割弱の農家

は消費支出、特に飲食費をきりつめようとす

ること等が明らかになった。 

また、乾季作の導入をすすめることので

きる農家が、どの程度いるのかを調べるため



 

 

に、調査村において、乾季の農家の活動実態

を聞き取った結果、高齢農家は乾季に何の就

業もしておらず子らからの送金に頼ってい

ること、親世代が 50 歳代で 2 世代居住して

いる世帯では、親世代が農業を、子世代が村

内・近隣村での非農業就業をしていることな

どの傾向が認められた。 

一方で、東北タイは、都市への流出も多

いが、流入も多いことが既存統計からわかっ

ている。そこで事例的に数件の農家をとりあ

げ、帰村の理由・傾向を観察したところ、親

の年齢が 50 代、子どもの年齢が 10 代、世帯

類型が核家族の場合、子どもは小学校を卒業

後、仕送りで世帯の農外所得を支えるために

流出し、結婚後しばらくは子供を村の親に預

けて働くものの、親が 60 代と高齢になった

り、死亡したりした場合、家族労働力の不足

を補うため、帰村する傾向がみられた。 

以上からは、当該農村の水田面積および

農家数は短期的には大きな変化はないと想

定されるものの、比較的高齢の農家が多くな

ることから、乾季作においては労働軽度の栽

培作物を選択する必要があることが示唆さ

れた。 

 

（２）資源の賦存条件の解明：特に地下水利
用の可能性について 

エイ村の水詩編の状況について踏査し、二

期作地帯に水位観察用の深井戸（30m）を農

家圃場に掘った。 観測用井戸の地下水位の

変動特性、動水勾配および地下水質について

調査分析を行った。その結果、地下水位変動

に関しては、雨季に地下水位は上昇し続け、

雨季の終了期から乾季の開始期にかけて高

い地下水位が維持され、その後、低下するこ

とが明らかになった。地下水位の動水勾配に

関しては、観測した井戸のうち、比較的高位

部にある 13 基の井戸の動水勾配はほぼ平行

であったが、低位部にある 3 基の地下水位は

高位部と比べて約 2.5m 低いことがわかった。

このことから、高位部と低位部は地下水帯が

異なる可能性があることが示唆された。地下

水質に関しては電気伝導度（EC）が 0.03～

0.08dS/m、pH は 7.0 程度であり、灌漑水と

しては良好であることが示された。    

また、地下水利用が地下水位に及ぼす影響

を明らかにするため、揚水試験および地下水

利用農家に揚水実態の聞き取りを行った。そ

の結果、現行の地下水利用が地下水位の変動

に及ぼす影響は小さく、地下水位変動には、

対象地区外での地下水利用が大きく影響す

ることが示唆された。 

以上から、当該村およびその近隣地域にお

いては、これまでのとおりの水利用であれば

乾季作物に必要とみなされ灌漑水は十分に

持続可能に供給できることが示唆された。 

 
（３）乾季作導入に向けての土地利用方法の
検討のための栽培試験の実施 

雨季のイネ（非感光性品種RD33）を用い、

籾殻くん炭及び窒素肥料を組み合わせた、対

照区を含む７区を設定した。生育過程におい

て、各区の地上部FWおよびDWを測定し、収

穫時にはC/N比、収量、収量構成要素を測定

した。また、各区の収量から乾燥指数を算出

した。さらに移植前と収穫後の土壌を 15cm

刻み 75cm深まで 5区分採取し、土壌pHとEC、

NO3

また、水稲収穫後の乾季作の作付けについ

て、エダマメ、ピーナツ等マメ科作物を、水

稲収穫後（12 月中旬）に播種した。ここでは、

処理区を無施肥区、籾殻くん炭施用区、消石

灰施用区および化学肥料施用区の組み合せ

とした。水稲栽培後の乾季作物としてマメ科

植物の輪作体系を検討した結果、籾殻くん炭

、C/N比を測定した。この結果、薫炭区

の生育の優位性が観察され、ここから籾殻く

ん炭が窒素肥料を保持していると予測され

た。 



 

 

および消石灰施用区は他の区に比べて有意

に収量が大きく、特にくん炭施用区はすべて

の区に比べて最も収量が高かった。 

次に、ピーナツの収穫後、緑肥作物マメ科

ナタマメの作付け有無別の試験区に、続く雨

季に水稲を栽培した結果、イネの収量はくん

炭施用区で有意に無施肥区より大きく、さら

に薫炭と緑肥としてのナタマメを水稲前に

作付けすることによって標準区に比べて約

30％程度化学肥料を低減させることができ

ることが明らかになった。 

さらに、ピーナツ－水稲の輪作体系におけ

る籾殻くん炭と消石灰の施用時期別のピー

ナツの収量改善効果では、乾物重では籾殻く

ん炭区、籾殻くん炭＋消石灰区において、慣

行区よりも約 30％も収量増がみられた。ピー

ナツ前の施用と水稲前の施用を比較すると、

前者により効果がみられ、水稲前施用ではピ

ーナツの収量改善効果はほとんどなかった。

研究結果により、乾季ピーナツの収量改善策

としては、くん炭利用（2t/ha）あるいは消石

灰の施用が有効であると示唆された。 

 

以上の試験結果をもとに、普及に資する技

術とするために、農家圃場試験を実施した。

２村から選定した２戸の農家の協力を得て

実証試験をした結果、いずれの圃場において

も、水稲前作の籾殻炭化物の利用は水稲の収

量を良くするという結果になった。 

稲作の前作としてのピーナツとナタマメ

の導入の輪作体系の研究の結果、以下の３つ

の作付体系を農家に提案することが可能と

なった。第１に、化学窒素ム施肥の農家の場

合は、ピーナツ（乾季作物）→ナタマメ（緑

肥作物）→水稲である。第２に、化学窒素肥

料を現地の研究機関が推奨している量

（50kg/ha）を施用可能な農家の場合は、ピ

ーナツ→籾殻くん炭（2t/ha を３年以上）→

水稲、第３に、化学窒素肥料の投入を少なく

しようと検討している農家の場合、ナタマメ

（緑肥）→籾殻くん炭（2t/ha を３年以上）

→水稲である。圃場試験の結果からは、第１、

第２の輪作体系では水稲収量が 18％増、第３

の体系では科学窒素肥料量を 32％削減でき

ることが明らかになっていることから、現地

の農家へ提案できる材料となったと考えら

れる。今後は、こうした輪作を行なった場合

の土壌改善効果や、この地域で栽培されてい

る香米の香成分への影響などを考慮する必

要がある。 

 
（４）乾季作導入作物の経済性と普及に向け
ての課題 
乾季作の作物の候補として、対象村におい

て栽培事例のみられたピーナツをとりあげ

て、その収益性を確認した。この結果、種子

も価格が高いこと、販売価格が低いことなど

から、乾季に仮に水稲作が可能であった場合

に比較すると収益性が低いことが明らかに

なった。収益性の改善のためには、増収を見

込める有用な品種の導入や、栽培技術の向上

が必要である。 

次に、技術普及における問題点を明らかに

するために、新しい技術の普及を担うと目さ

れる「ソイルドクター制度」とこれに認定さ

れたリーダー農家から聞き取り調査を行っ

た。この結果、政府機関によって認定された

ソイルドクター農家であるが、農民からの認

知度は高くないことが明らかになった。さら

に、技術情報の伝播の効率的な方法を検討す



 

 

るために、農村内における農家間ネットワー

クについて調査を行った結果、農業情報ネッ

トワークから孤立している農家の存在が明

らかになった。 
 
（５）得られた結果の利用と今後の展望 

調査研究結果は、現地の協力研究機関（ウ

ボンラチャタニ稲作研究センター）において、

その都度、報告会などで発表した。また、2012

年 2 月には、農家圃場での井戸掘削に協力し

てくれた農家を中心とした農村コミュニテ

ィに対して、地下水量の年較差や水量の今後

の見通しについての調査結果を発表した。ま

た、2012 年の農家圃場試験の前には、簡易

モミガラくん炭機によるくん炭製造のデモ

ンストレーションを農村において実施した。

以上のように、学会等で発表をする以外に、

現地の研究機関や農家へのフィードバック

を行うように努めた。 

なお、今回の研究では、圃場レベルにおけ

る乾季作の雨季稲作収量へのプラスの影響、

継続的地下水利用の持続可能性、乾季作作物

の経済性、農村の労働力の賦存等についてが

明らかになったものの、個々の農家経営全体、

および農村全体への社会・経済的影響につい

ては、今後の課題として残された。 
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